
 キリスト者共同体 夏季特別公開講座 

キリストと聖霊 
    -真理への 12の道 

  キリスト者共同体信条文・クレド講座 

 

 

 ミヒャエル・デーブス氏によるお盆の特別講座、今回はこれまでの講座でも常に背景にあった、キ

リストという存在の理解に集中します。12 の文から成るキリスト者共同体信条文・クレドを手がかり

として、世界の隠された神的・宇宙的現実を探ります。ご関心をお持ちの方のご参加をお待ちしてお

ります。 

キリスト者共同体東京集会 

 

 

講師：ミヒャエル・デーブス (キリスト者共同体司祭、人智学者) 

時：2018 年 8 月 15 日(水)～17 日(金) 

会場：キリスト者共同体東京集会 久が原集会所 

定員：各コマ定員 40 名 （定員に達し次第締め切らせていただきます） 

参加費（受付にて）： 通し参加 一般  当日 10,000 円 予約 9,000 円  

       成員・会員 当日  8,000 円 予約 7,000 円  

   部分参加 (講義 1 コマあたり) 一般：2000 円 成員・会員：1500 円 
 

日程 

8 月 15 日(水) 8 月 16 日(木) 8 月 17 日(金) 

 

 

 

9:30      人間聖化式 9.30        人間聖化式 

11:00 - 12:30   講義 ③ 11:00 - 12:30 講義 ⑥ 閉会 

    昼食 

 

14:00 - 15:30  開会、講義 ① 14:00 - 15:30    講義 ④ 

    休憩     休憩 

16:00 - 17:30     講義 ② 16:00 - 17:30    講義 ⑤ 

 

 

☆講義はセミナー形式で、参加者の皆様との対話も含めて進行します。ご質問なども適宜受け付けられる
と存じます。講義はドイツ語で行われ、日本語による通訳がつきます。 
 
☆二日目、三日目の朝にはキリスト者共同体の礼拝である人間聖化式が執り行われます。参列は自由です。 
 

☆本講座の参加費には講師の渡航費用、滞在費などが含まれています。 

 

 

主催・申込先 キリスト者共同体東京集会 

〒146-0084 東京都大田区南久が原 2-16-19 1F 

  Fax03-3757-4917  Mail: tokyo@kirisutoshakyodotai.org 

 HP: http://www.kirisutoshakyodotai.org 



 

 
 
ミヒャエル・デーブス氏 略歴 
 

１９４３年ドイツ生。大学で数学、物理学、哲学を、キリスト者共同体司祭養
成ゼミナールで神学を学び、６９年司祭就任。１９７８年～２００７年ゼミナ
ール教授として司祭養成・多くの日本人学生の指導にあたった。現在はドイ
ツ・ミューリンゲン集会司祭。人智学の識者・講演者としての評価は非常に高
く、集会司祭としての活動の傍ら、世界各地で講演、講座活動を行う。宗教と
医学、教育など他分野との協力活動に積極的で、著作多数：「物質と光」、「コ
ンピュータに“攻撃”される人間」、「信仰と認識」、「人智学とキリスト教会の改
新」、「天使体験」、「マリア・ソフィア」など。 
最近では日本、韓国などでの講演、講座活動を毎年行い、アジア文化に深い関
心を寄せている。 

 

 

 

 

キリスト者共同体について 
 
キリスト者共同体は、１９２２年に中部ヨーロッパで開始さ
れたキリスト教運動です。創立にあたって、人智学（アント
ロポゾフィー）の創始者であるルドルフ・シュタイナーの大
きな助力を得ています。日本では２０００年６月から正式に
活動を開始し、現在、東京と大阪に二つの集会（教会）があ
り、また札幌には定期的に司祭が訪問する準備会があります。 
 キリスト者共同体は自由な精神を大事にします。そのため
特定の教義やドグマを設けず、新しい礼拝と儀式（サクラメ
ント）の実施を活動の中心におき、現代にふさわしい宗教活
動を創造することを目指しています。 
 キリスト者共同体の儀式、講演、講座などの主要な活動に
は、一般の方でも自由にご参加になれます。 

 

2018 年 8 月 15 日～17 日、東京集会講座によせて 

       ミヒャエル・デーブス 

 

真理とは何でしょうか？ キリスト教についての真実とは何でしょうか？ 

 「真理はただ一つである」と言うことは可能です。しかし人間が個人として真理を獲得するために努力

するときは常に、まず一人一人は「自分自身の」真理から出発しますから、一見多くの真理があるように

見えます。 

 キリスト教についての真実を最もよく知っていたのは、いつもキリストと共にいて、彼を目撃し、彼の

弟子となった人々にちがいありません。彼らはさまざまな道の上でキリストを体験しました。けれども彼

らはキリストを理解していたのでしょうか？ キリストが十字架上の死を遂げ、そのために散り散りにな

って絶望していた十二弟子は、50日後の聖霊降臨の日、再び家の中に集まっていました。そして彼ら一人

一人が自分のキリストとの体験から、全体の中にある個人的部分としてキリストを理解し、それを一つの

文にまとめました。そして伝説によれば、弟子たちが 12の文をすべて語った時に聖霊体験の出来事が生じ

たといわれています。「そこで突然霊的な高みから、激しい風が吹きすさぶような音がし家全体を満たした。

そして炎の舌のようなものが現れ、分かれて弟子たち一人一人の上にとどまった。そして弟子たちは皆聖

霊に満たされた」。このようにして弟子たちは、自分たちが真のキリストの共同体であることを自覚したの

です。 

 キリスト者や共同体の信条文・クレドの 12の文に含まれているのは、このようなキリスト教の真理なの

です。 


